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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

　

令
和
６
年
11
月
26
日
㈫
、
機

械
振
興
会
館
（
東
京
都
港
区
）

で
開
催
さ
れ
た
全
国
鍍
金
工
業

組
合
連
合
会
第
62
回
全
国
大
会

に
お
い
て
、
卓
越
し
た
技
能
を

持
ち
、
そ
の
道
で
第
一
人
者
と

目
さ
れ
て
い
る
技
能
者
を
表
彰

す
る
所
謂
「
現
代
の
名
工
」
に

つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
よ
り
本

年
度
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ

た
。

　

全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会

よ
り
内
田
悦
美
氏
（
光
鍍
金
工

業
株
式
会
社
／
東
京
組
合
）、伊

藤
亮
氏
（
太
陽
電
化
工
業
株
式

会
社
／
愛
知
組
合
）
が
こ
の
度

表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
。

被
表
彰
者
氏
名
：
内
田
悦
美(

う
ち
だ
よ
し
み)

／
東
京
都
鍍

金
工
業
組
合
・
光
鍍
金
工
業
株

式
会
社

功
績
：
電
気
め
っ
き
工
と
し
て

約
四
〇
年
従
事
し
、
記
念
メ
ダ

ル
を
は
じ
め
記
章
等
の
装
飾
品

に
対
す
る
め
っ
き
加
工
に
関
し

優
れ
た
技
能
を
有
し
て
い
る
。

顧
客
の
厳
し
い
美
観
要
求
に
応

え
る
た
め
、
め
っ
き
技
能
と
併

せ
て
長
年
培
わ
れ
た
研
磨
加

工
・
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
加
工
・

古
美
加
工
等
の
複
数
の
技
能
を

総
合
的
に
駆
使
し
、
氏
の
経
験

と
知
見
か
ら
他
の
め
っ
き
工
で

は
再
現
が
困
難
な
、
付
加
価
値

の
極
め
て
高
い
加
工
を
顧
客
に

提
供
し
続
け
て
い
る
。
ま
た
技

能
検
定
委
員
を
務
め
る
傍
ら
、

古
美
技
能
者
へ
の
技
能
継
承
に

も
注
力
し
て
お
り
、
後
進
技
能

者
の
育
成
に
も
余
念
が
な
い
。 

被
表
彰
者
氏
名
：
伊
藤 

亮
（
い

と
う　

り
ょ
う)

／
愛
知
県
鍍

金
工
業
組
合
・
太
陽
電
化
工
業

株
式
会
社

功
績
：
め
っ
き
加
工
に
関
す
る

知
識
、
技
能
に
卓
越
し
、
め
っ

き
処
理
の
よ
り
良
い
工
程
の
開

発
や
生
産
性
向
上
を
実
現
し
て

い
る
。
め
っ
き
加
工
は
、
金
属

や
め
っ
き
の
種
類
ご
と
に
、
薬

剤
、
濃
度
、
温
度
、
浸
透
時
間

と
い
っ
た
設
定
が
異
な
る
た

め
、
複
数
の
ラ
イ
ン
で
の
非
効

率
な
作
業
と
な
っ
て
し
ま
う
と

こ
ろ
を
、
氏
が
工
程
管
理
を
行

い
、
複
数
の
金
属
を
用
い
た
め

っ
き
加
工
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ン

の
一
本
化
を
成
し
遂
げ
て
い

る
。
ま
た
「
も
の
づ
く
り
マ
イ

ス
タ
ー
」
と
し
て
、
県
内
外
で

後
進
へ
の
指
導
を
行
い
、
ノ
ウ

ハ
ウ
や
技
能
を
惜
し
み
な
く
伝

承
し
て
い
る
。

左から伊藤 亮氏、神谷 篤・全鍍連会長、内田 悦美氏

令和 6 年度「現代の名工（卓越した技能者）」
全国鍍金工業組合連合会会員受賞者が発表される
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神
奈
川
表
面
技
術
研
究
会
定

例
研
究
会
が
２
０
２
４
年 

11 

月
28 

日
㈭
午
後
１
時
30
分
か

ら
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
会
場
開
催
の
併
用
で
、

関
東
学
院
大
学 

横
浜
・
金
沢
八

景
キ
ャ
ン
パ
ス
・
フ
ォ
ー
サ
イ

ト
21
で
開
催
さ
れ
た
。

処
理
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
反
応

生
成
物
や
コ
ン
タ
ミ
成
分
の
濃

度
を
適
正
範
囲
に
管
理
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
成
分
の
濃
度
は
、
め
っ

き
液
の
化
学
分
析
に
よ
っ
て
把

握
さ
れ
る
。
同
講
演
で
は
、
め

っ
き
液
の
分
析
に
つ
い
て
の
概

要
を
説
明
し
、
使
用
さ
れ
る
分

析
方
法
や
分
析
装
置
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

　

次
の
午
後
２
時
30
分
～
３
時

25
分
の
講
演
で
は
京
都
電
子
工

業
株
式
会
社 

東
京
支
店 

分
析

機
器
課
の
嶋
大
輔
氏
が
「
メ
ッ

キ
分
析
に
使
用
す
る
滴
定
装
置

の
ご
紹
介
」
の
題
目
で
、
メ
ッ

キ
分
析
で
は
欠
か
せ
な
い
滴
定

の
滴
定
分
析
を
自
動
化
し
た

『
電
位
差
自
動
滴
定
装
置
』を
製

造
販
売
し
て
い
る
京
都
電
子
工

業
株
式
会
社
よ
り
、表
面
処
理
・

メ
ッ
キ
業
界
で
使
用
さ
れ
て
い

る
滴
定
装
置
の
説
明
と
、
紹
介

が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
の
午
後
３
時
35
分
～
４

時
30
分
の
講
演
で
は
「
昇
温
脱

離
ガ
ス
分
析
装
置
（
Ｔ
Ｄ
Ｓ
）

で
何
が
で
き
る
？
」
の
題
目
で

電
子
科
学
株
式
会
社 

営
業
部

の
前
島
邦
光
氏
が
講
演
し
、
昇

温
脱
離
ガ
ス
分
析
装
置
（
Ｔ
Ｄ

Ｓ
）
と
は
、
材
料
か
ら
発
生
し

た
ガ
ス
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と

に
よ
り
、
表
面
の
不
純
物
の
評

価
や
材
料
そ
の
も
の
の
成
分
を

調
べ
る
こ
と
が
可
能
な
質
量
分

析
装
置
で
あ
り
、
材
料
の
研
究

や
製
造
工
程
で
の
評
価
、
品
質

管
理
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

同
講
演
で
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｓ
の
原
理

か
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
同

社
独
自
の
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
最
初
に

午
後
１
時
35
分
～

２
時
30
分
の
間

「
ど
う
し
た
ら
め

っ
き
液
の
状
態
を

理
解
で
き
る

か
？
」の
題
目
で
、

メ
ル
テ
ッ
ク
ス
株

式
会
社 

技
術
研

究
所 

分
析
課
の

松
井
純
子
氏
が
、

め
っ
き
液
や
エ
ッ

チ
ン
グ
液
な
ど
の

表
面
処
理
薬
品
を

使
用
し
て
製
品
の

生
産
を
安
定
的
に

行
う
に
は
、
有
効

成
分
の
浴
中
濃
度

を
一
定
に
保
ち
、

メルテックス株式会社 技術研究所 分析課の松井純子氏

神
奈
川
表
面
技
術
研
究
会 

定
例
研
究
会

　

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、

11
月
27
日
17
時
45
分
～
18
時
45

分
に
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル
３

Ｄ
に
お
い
て
、
報
道
関
係
と
の

親
交
を
深
め
、
最
近
の
半
導
体

関
連
の
市
場
動
向
や
「
Ｓ
Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

２
０

２
４
」
を
は
じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
の
活
動
を
紹
介
し
て
、
Ｓ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
役
員
を
交
え
て
報
道

関
係
者
と
歓
談
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
。

　

当
日
の
出
席
者
は
、

（
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
日
本
地
区
諮
問
委

員
会
）

・【
委
員
長
】
株
式
会
社
荏
原
製

作
所 

取
締
役 

代
表
執
行
役
社

長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
＆
Ｃ
Ｏ
Ｏ　

浅
見
正

男
氏

・【
副
委
員
長
】
株
式
会
社
ニ
コ

ン 

特
別
顧
問　

牛
田
一
雄
氏

・
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト 

取
締
役
会
長　

吉
田
芳
明
氏

・
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス 

専
務
執
行
役
員　

後

藤
正
人
氏

・
東
京
応
化
工
業
株
式
会
社 

代

表
取
締
役 

取
締
役
社
長　

種

介
氏

・
株
式
会
社
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
・
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

副
社
長
執

行
取
締
役　

山
下
祐
行
氏

・
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン 

代
表　

浜
島
雅
彦
氏

　

出
席
各
社
の
半
導
体
関
連
の

動
き
や
現
在
の
動
向
、
将
来
の

見
通
し
に
つ
い
て
、
各
報
道
関

係
者
と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

SEMIジャパン、プレス懇談会開催

市
順
昭
氏

・
東
横
化
学
株
式
会
社 

専

務
取
締
役　

営
業
統
括　

梅
沢
稔
氏

・
株
式
会
社
堀
場
エ
ス
テ

ッ
ク 

代
表
取
締
役
社
長　

堀
場
弾
市

・
村
田
機
械
株
式
会
社 

代

表
取
締
役
社
長　

村
田
大

ＳＥＭＩジャパン 代表 浜島雅彦氏
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ＦＲＰ加工・成型・施工

　南 越 化 成合同
会社

〒315-0121　茨城県石岡市真家 422
電 話　0299-46-0063　　E-mail  info@minamisyou.co.jp

信頼と信用をかたちに

　

一
般
社
団
法
人
電
子
情
報
技

術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
：

代
表
理
事
／
会
長 

津
賀 

一
宏

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株
式
会
社 

取
締
役
会
長
）

は
、
２
０
２
４
年
11
月
13
日
㈬

～ 

11
月
15
日
㈮
に
幕
張
メ
ッ

セ
で
開
催
さ
れ
た
、
メ
デ
ィ
ア

総
合
イ
ベ
ン
ト
「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

２
０
２
４
（
イ
ン
タ

ー
ビ
ー 

２
０
２
４
）に
お
い
て

展
示
さ
れ
て
い
る
技
術
・
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
対
象
と
し

て
、
優
れ
た
展
示
案
件
を
表
彰

す
る
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ　

２
０
２
４
」
の

各
部
門
賞（「
プ
ロ
オ
ー
デ
ィ
オ

部
門
賞
」「
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
／

放
送
・
メ
デ
ィ
ア
（
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
＆
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
部
門

賞
」「
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
／
放

送
・
メ
デ
ィ
ア
（
ト
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
部
門
賞
」「
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
／
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
／
映
像
表
現
部
門

賞
」
の
４
部
門
）
が
決
定
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｄ　

２
０
２
４
は
Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
開
催
60
周
年

を
記
念
し
て
新
た
に
創
設
さ
れ

た
も
の
で
、
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｂ

Ｅ
Ｅ
が
対
象
と
す
る
メ
デ
ィ
ア

＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
産

業
分
野
の
活
性
化
と
将
来
に
向

け
た
進
展
、
同
分
野
に
お
け
る

技
術
の
進
捗
や
多
様
な
創
造
活

動
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
す
る
も
の
。
同
分

野
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
た
Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

Ａ
Ｗ
Ａ

［
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
／
放
送
・
メ

デ
ィ
ア
（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
＆
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
）
部
門
賞
］

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

案
件
名
：
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｏ
先
進

機
能
の
ハ
イ
エ
ン
ド
映
像
制
作

へ
の
貢
献

会
社
名
：
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
株
式
会
社
（
小
間
番
号
：

８
１
０
８
）

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ

案
件
名
：
バ
ー
チ
ャ
ル
マ
ス
タ

ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
Ｖ
Ｍ
Ｏ
）

会
社
名
：
株
式
会
社
テ
レ
ビ
北

海
道
（
小
間
番
号
：
３
４
０
７
）

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ

案
件
名
：
高
精
度
＆
高
可
用
性

の
Ｐ
Ｔ
Ｐ
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー

ク
ロ
ッ
ク　

Ｔ
Ｓ
︲
２
９
５
０

会
社
名
：
セ
イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
（
小
間
番

号
：
５
２
０
７
）

［
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作 

／ 

放
送
・

メ
デ
ィ
ア
（
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
）
部
門
賞
］

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

案
件
名
：
ス
ポ
ー
ツ
AI
カ
メ
ラ

と
マ
ル
チ
ア
ン
グ
ル
ラ
イ
ブ
配

信「StadiumTubeTouch

」に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
撮
影
・
制
作
の

革
新
的
効
率
化

会
社
名
：
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｓ

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｔ（
小
間
番
号
：

８
２
１
４
）

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ

案
件
名
：
ク
ラ
ウ
ド
で
実
現
す

る
次
世
代
放
送
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム

会
社
名
：
ア
マ
ゾ
ン 

ウ
ェ
ブ 

サ
ー
ビ
ス 

ジ
ャ
パ
ン
合
同
会

社
（
小
間
番
号
：
４
２
０
３
）

［
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト 

／

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
／ 

映
像
表
現

部
門
賞
］

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

案
件
名
：
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｔ　

Ｘ
Ｒ

会
社
名
：
株
式
会
社
ハ
シ
ラ
ス

（
小
間
番
号
：
６
６
２
１
）

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ

※
該
当
案
件
な
し

【
審
査
委
員
長
総
評
】

　
「
こ
の
60
年
間
で
大
き
く
技

術
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
今
、
そ
の
変
化
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
か
が
重
要
な

時
期
に
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
Ｉ
Ｐ
化
の
時
代
の
さ
ま

ざ
ま
な
進
化
の
中
で
最
も
大
切

だ
と
思
う
の
は
、
技
術
の
進
化

で
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
コ
ン
テ

ン
ツ
が
多
く
生
ま
れ
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
の
中
で
は
、
例

え
ば
地
方
の
民
放
の
積
極
的
な

取
り
組
み
が
あ
り
、
ま
た
Ｍ
Ｒ

や
Ａ
Ｒ
と
い
っ
た
新
し
い
技
術

が
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
コ
ン
テ
ン

ツ
を
ど
う
変
え
て
い
く
の
か
な

ど
、
必
ず
し
も
放
送
メ
デ
ィ
ア

だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
メ
デ
ィ

ア
が
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
を
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
は
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
す
る
場
面

を
、
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ
の

中
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
進
化
が
さ
ら
に
次
の
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
を
生
み
出
し
、
そ

し
て
世
界
に
向
け
て
日
本
か
ら

情
報
発
信
を
し
て
い
き
、
あ
る

い
は
若
い
世
代
が
育
ち
、
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
の
裾
野
を
広
げ
て

い
く
。
そ
う
い
う
取
り
組
み
を

出
展
者
の
皆
様
が
さ
れ
て
、
幅

広
く
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ
に

参
画
い
た
だ
き
、
本
ア
ワ
ー
ド

が
今
後
大
き
く
発
展
す
る
よ
う

期
待
し
て
お
り
ま
す
。」と
Ｉ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ

Ｄ
２
０
２
４ 

審
査
委
員
会　

為
ヶ
谷 

秀
一 

審
査
委
員
長

（
元
女
子
美
術
大
学
・
大
学
院
教

授
）
は
述
べ
て
い
る
。

【
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

Ａ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

２
０
２
４
に
つ
い

て
】

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ 

２
０

２
４
に
展
示
さ
れ
る
技
術
・
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の
中
か
ら
、

出
展
者
が
事
前
に
応
募
し
た
出

展
品
を
応
募
案
件
と
し
て
「
Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ　

２
０
２
４
審
査
委
員

会
」
が
「
先
進
性
・
独
創
性
・

技
術
性
」「
市
場
性
・
経
済
性
」

「
課
題
の
解
決
性
、
魅
力
度
、
そ

の
他
」
の
観
点
か
ら
優
れ
て
い

る
と
高
く
評
価
で
き
る
も
の
を

審
査
・
選
考
し
、
表
彰
す
る
も

の
。

■
各
賞
選
考
基
準

プ
ロ
オ
ー
デ
ィ
オ
部
門
賞
：

放
送
局
・
ス
タ
ジ
オ
・
ラ
イ
ブ
・

配
信
・
施
設
等
に
お
い
て
活
用

さ
れ
る
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
ユ
ー
ス
の
音
響
関
連
製
品
・

技
術
・
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
、
そ
れ
ら

を
含
む
シ
ス
テ
ム
、
コ
ン
テ
ン

ツ
制
作
・
表
現
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

等
を
広
く
対
象
と
し
、
メ
デ
ィ

ア
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

産
業
分
野
の
活
性
化
や
進
展
へ

の
貢
献
性
に
優
れ
る
と
評
価
さ

れ
る
も
の
を
表
彰
す
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
／
放
送
・
メ

デ
ィ
ア
（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
＆
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
）
部
門
賞
：

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
お
よ
び
放
送

局
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
分
野
に
お

い
て
活
用
さ
れ
る
、
映
像
制
作

関
連
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
や

そ
れ
ら
を
含
む
シ
ス
テ
ム
、
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
・
表
現
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
等
を
広
く
対
象
と
し
、

メ
デ
ィ
ア
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
産
業
分
野
の
活
性
化
や

進
展
へ
の
貢
献
性
に
優
れ
る
と

評
価
さ
れ
る
も
の
を
表
彰
す

る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
／
放
送
・
メ

デ
ィ
ア
（
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
）
部
門
賞
：

放
送
メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
メ
デ

ィ
ア
を
は
じ
め
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
分
野
に
お
い
て
活
用
さ
れ

る
、
映
像
／
動
画
配
信
関
連
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
そ
れ
ら
を
含

む
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
、
動
画
を
活
用
し
た
広
告
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
か
ら
他
産

業
向
け
ま
で
を
広
く
対
象
と

し
、
各
種
産
業
分
野
の
活
性
化

や
進
展
へ
の
貢
献
性
に
優
れ
る

と
評
価
さ
れ
る
も
の
を
表
彰
す

る
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
／
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
／
映
像
表
現
部
門

賞
：

ラ
イ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
や
各
種
施
設
、メ
タ
バ
ー
ス
・

Ｘ
Ｒ
空
間
等
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ

表
現
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
、

映
像
装
置
・
照
明
機
器
機
材
そ

の
他
表
現
デ
バ
イ
ス
製
品
・
技

術
・
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
と

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
・
表
現
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
等
を
広
く
対
象
と

し
、
メ
デ
ィ
ア
＆
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
産
業
分
野
の
活
性

化
や
進
展
へ
の
貢
献
性
に
優
れ

る
と
評
価
さ
れ
る
も
の
を
表
彰

す
る
。

Ｒ
Ｄ　

２
０
２
４
審
査
委
員
会

の
厳
正
な
審
査
に
よ
り
選
出
さ

れ
た
。

詳
細
は
特
設
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｄ
特
設
ペ
ー
ジ

（https://www.inter-bee.
com

/ja/forvisitors/aw
a

rd/

）

［
プ
ロ
オ
ー
デ
ィ
オ
部
門
賞
］

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

案
件
名
：
Ｓ
Ｍ
Ｐ
Ｔ
Ｅ　

Ｓ
Ｔ

２
１
１
０
に
対
応
す
る
小
型
音

声
卓
『
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｍ　

Ｓ
ｏ

ｎ
ｉ
ｃ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
シ
リ
ー
ズ
』

と
Ｓ
Ｔ
２
１
１
０
オ
プ
シ
ョ
ン

カ
ー
ド
『
Ｉ
Ｆ
︲
Ｓ
Ｔ
２
１
１

０
』

会
社
名
：
テ
ィ
ア
ッ
ク
株
式
会

社
（
小
間
番
号
：
２
５
２
３
）

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ

案
件
名
：
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ　

Ｐ
Ｒ
Ｍ

（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
）

会
社
名
：
株
式
会
社
ジ
ェ
ネ
レ

ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
（
小
間
番
号
：

３
１
０
１
）

「INTER BEE AWARD 2024」の各部門賞が決定



No.1 1 6 5 （ 4 ）令 和 6 年 12 月 10 日 発 行

みなさまのニーズに即、
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昨
今
の
物
価
上
昇
、
中
東
地

域
を
め
ぐ
る
情
勢
、
金
融
資
本

市
場
の
変
動
等
の
影
響
な
ど
、

海
外
景
気
の
下
振
れ
が
我
が
国

の
景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

が
長
期
化
す
る
中
、
総
じ
て
外

的
要
因
の
影
響
を
受
け
や
す
い

立
場
に
あ
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
に
は
大
き
な
影
響
が

出
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
年
末
に

か
け
て
資
金
需
要
が
高
ま
る

中
、
下
請
事
業
者
の
資
金
繰
り

等
は
一
層
厳
し
さ
を
増
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
、
親
事
業
者
が
下

請
代
金
を
早
期
に
か
つ
可
能
な

限
り
現
金
で
支
払
い
、
下
請
事

業
者
の
資
金
繰
り
に
支
障
を
来

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
下
請
事
業
者
の
置
か
れ
て

い
る
取
引
環
境
を
御
理
解
い
た

だ
き
、
特
に
、
別
紙
の
記
載
事

項
に
つ
い
て
は
、
親
事
業
者
と

な
る
会
員
に
対
し
て
周
知
徹
底

を
図
る
な
ど
、
適
切
な
措
置
を

講
じ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
以
下
に
記
載
し
て
お

り
ま
す
政
府
の
取
組
に
つ
い

て
、
十
分
留
意
し
、
親
事
業
者

と
な
る
会
員
に
働
き
か
け
て
い

た
だ
く
よ
う
要
請
い
た
し
ま

す
。

労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め

の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針

・
内
閣
官
房
及
び
公
正
取
引
委

員
会
は
、
他
の
コ
ス
ト
に
比
べ

価
格
転
嫁
率
が
低
く
特
に
課
題

の
あ
る
労
務
費
の
円
滑
な
転
嫁

を
進
め
る
た
め
、
業
界
ご
と
の

労
務
費
に
係
る
実
態
を
踏
ま

え
、
内
閣
官
房
と
と
も
に
、
令

和
５
年
11
月
29
日
、「
労
務
費
の

適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
・

公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

正
取
引
委
員
会
は
、
本
指
針
の

取
組
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

等
を
目
的
と
し
て
、
令
和
６
年

５
月
か
ら
「
令
和
６
年
度
価
格

転
嫁
円
滑
化
の
取
組
に
関
す
る

特
別
調
査
」を
実
施
し
て
お
り
、

で
き
る
限
り
早
く
調
査
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
中
小
企
業
庁
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
や
原
材
料
費
、
労
務
費

な
ど
が
上
昇
す
る
中
、
中
小
企

業
が
適
切
に
価
格
転
嫁
を
し
や

す
い
環
境
を
作
る
た
め
、
令
和

３
年
９
月
よ
り
、
毎
年
９
月
と

３
月
を「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」

と
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
月
間
」
に
お
い
て
は
、

価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
を
促
進

す
る
た
め
、
広
報
や
講
習
会
、

業
界
団
体
を
通
じ
た
価
格
転
嫁

の
要
請
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
各
「
月
間
」
終
了
後

に
は
、
多
数
の
中
小
企
業
に
対

し
て
、
主
な
取
引
先
と
の
価
格

交
渉
・
価
格
転
嫁
の
状
況
に
つ

い
て
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

を
実
施
し
、
価
格
転
嫁
率
や
業

界
ご
と
の
結
果
、
順
位
付
け
等

の
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
状
況
の
芳
し
く
な
い
親

事
業
者
に
対
し
て
は
下
請
中
小

企
業
振
興
法
に
基
づ
き
、
大
臣

名
で
の
指
導
・
助
言
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

・
公
正
取
引
委
員
会
及
び
中
小

企
業
庁
は
、下
請
法
に
基
づ
き
、

立
入
検
査
等
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
、
協
議
を
経
な
い
取
引
価

格
の
据
置
き
等
が
認
め
ら
れ
る

事
案
に
つ
い
て
は
勧
告
又
は
指

導
を
迅
速
か
つ
積
極
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

約
束
手
形
の
現
金
化
ま
で
の
期

間
短
縮
の
推
進

・
公
正
取
引
委
員
会
は
、
令
和

６
年
４
月
30 

日
、「
手
形
が
下

請
代
金
の
支
払
手
段
と
し
て
用

い
ら
れ
る
場
合
の
指
導
基
準
の

変
更
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
ま

し
た
。

・
手
形
を
下
請
代
金
の
支
払
手

段
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
、

下
請
事
業
者
の
利
益
を
保
護
す

る
観
点
か
ら
、
昭
和
41 

年
以

降
、
業
界
の
商
慣
行
、
金
融
情

勢
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、

ほ
ぼ
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
手
形

期
間
の
基
準
に
つ
い
て
、
繊
維

業
は
90
日
、
そ
の
他
の
業
種
は

１
２
０
日
と
し
、
親
事
業
者
が

こ
れ
を
超
え
る
長
期
の
手
形
を

交
付
し
た
場
合
、
割
引
困
難
な

手
形
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
し
て
、
そ
の
親
事
業
者
に

対
し
、
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

・
今
般
、
改
め
て
業
界
の
商
慣

行
、
金
融
情
勢
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
、
指
導
基
準
に
つ
い

て
、
業
種
を
問
わ
ず
60
日
と
し

ま
し
た
。

・
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
６
年
11 

月
１
日
以
降
、
親
事
業
者
が
下

請
代
金
の
支
払
手
段
と
し
て
、

手
形
期
間
が
60
日
を
超
え
る
長

期
の
手
形
を
交
付
し
た
場
合
、

割
引
困
難
な
手
形
に
該
当
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の

親
事
業
者
に
対
し
、
指
導
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※ 

指
導
基
準
の
変
更
に
伴
い
、

手
形
等
を
下
請
代
金
の
支
払
手

段
と
し
て
用
い
る
事
業
者
が
、

そ
の
サ
イ
ト
を
円
滑
に
短
縮
す

る
た
め
に
は
、
自
ら
が
受
け
取

る
手
形
等
の
サ
イ
ト
が
短
縮
さ

れ
る
こ
と
や
、
手
形
等
の
サ
イ

ト
の
短
縮
に
取
り
組
む
事
業
者

の
資
金
繰
り
へ
の
影
響
に
配
慮

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
公
正
取
引
委
員
会
は
中

小
企
業
庁
と
の
連
名
で
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
支
払

手
段
の
適
正
化
及
び
支
払
手
段

の
改
善
に
取
り
組
む
事
業
者
の

資
金
繰
り
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
事
業

者
団
体
や
省
庁
等
に
要
請
し
ま

し
た
。

・
さ
ら
に
、
公
正
取
引
委
員
会

及
び
中
小
企
業
庁
は
、
新
た
な

指
導
基
準
等
の
運
用
開
始
に
当

た
り
、
連
名
で
、
令
和
６
年
度

に
実
施
し
た
下
請
法
に
基
づ
く

定
期
調
査
に
お
い
て
、
サ
イ
ト

が
60
日
を
超
え
る
手
形
等
に
よ

り
下
請
代
金
を
支
払
っ
て
お

り
、
か
つ
、
現
金
払
へ
の
変
更

や
手
形
等
の
サ
イ
ト
を
60
日
以

内
に
短
縮
す
る
予
定
は
な
い
と

し
た
親
事
業
者
約
６
０
０
名
に

対
し
、
令
和
６
年
11
月
１
日
以

降
に
手
形
等
に
よ
り
下
請
代
金

を
支
払
う
場
合
に
は
、
手
形
等

の
サ
イ
ト
を
60
日
以
内
に
短
縮

す
る
こ
と
を
求
め
る
注
意
喚
起

を
行
い
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
発
注
事
業
者

間
の
取
引
適
正
化
に
向
け
た
取

組・
令
和
６
年
11
月
１
日
、「
特
定

受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
」（
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
・
事
業
者
間
取
引
適

正
化
等
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
同
法
は
、
個
人
と
し
て
業

務
委
託
を
受
け
る
特
定
受
託
事

業
者
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
と
企

業
な
ど
の
発
注
事
業
者
の
間
の

取
引
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
、
発
注
事
業
者
に
対
し
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
委
託
し
た

際
の
取
引
条
件
の
明
示
等
を
義

務
付
け
、
受
領
拒
否
や
報
酬
の

減
額
な
ど
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
公
正
取
引
委
員
会
及
び
中

小
企
業
庁
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

に
係
る
取
引
の
適
正
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
迅
速
か
つ
適
切
な

法
執
行
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
正
取
引
委
員
会
及
び
中
小

企
業
庁
は
、今
後
も
引
き
続
き
、

中
小
事
業
者
の
取
引
条
件
の
改

善
を
図
る
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
向
を
踏
ま

え
、
貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
下
請
事
業
者
と
親
事
業
者

と
の
間
で
積
極
的
な
価
格
交
渉

と
価
格
転
嫁
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
ま
た
下
請
事
業
者
へ
の
不

当
な
し
わ
寄
せ
が
生
じ
な
い
よ

う
、
親
事
業
者
と
な
る
会
員
に

対
し
て
周
知
徹
底
す
る
よ
う
要

請
い
た
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
が
下
請
取
引
の
適
正
化
に
つ
い
て
、

関
係
事
業
者
団
体
に
要
請

　
経
済
産
業
省
は
、
下
請
事
業
者
の
資
金
繰
り
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

関
係
事
業
者
団
体
約
１
７
０
０
団
体
に
対
し
、経
済
産
業
大
臣
及
び
公
正
取
引
委
員

会
委
員
長
の
連
名
に
よ
る
文
書
を
も
っ
て
、下
請
取
引
の
適
正
化
に
つ
い
て
要
請
し

た
。
以
下
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
。
詳
細
は
令
和
６
年
11
月
15
日
に
通
達
さ
れ
た
文
書

「
公
取
企
第
３
９
６
号
」
を
参
照
の
事
。

下
請
取
引
の
適
正
化
に
つ
い
て
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世
界
半
導
体
製
造
産
業
は

２
０
２
４
年
第
３
四
半
期
に
力
強
い
成
長
を
記
録

2024 年第 3 四半期の
世界シリコンウェーハ出荷面積は 6% 増加

　SEMI（本部：米国カリフォルニア州ミルピタス）は 11 月 12 日（米国時間）、
SEMI Silicon Manufacturers Group（SMG）によるシリコンウェーハ業界の
分析結果をもとに、2024 年第 3 四半期（歴年）の世界シリコンウェーハ出荷
面積が前期比 5.9% 増の 32 億 1,400 万平方インチとなり、前年同期の 30 億
1,000 万平方インチから 6.8% 増となったことを発表した。
　SEMI SMG の会長であり GlobalWafers の副社長兼主席監査人のリー・チ
ャンウェイ（李崇偉）氏は、「第 3 四半期のシリコンウェーハ市場は、第 2 四
半期から始まった成長傾向を継続しました。在庫水準はサプライチェーン全体
で低下していますが、総じて高い水準にあります。AI に使用される先端ウェー
ハの需要は引き続き堅調です。しかし、電話機器や他の消費者向け商品に使用

されるシリコンウェー
ハの需要は回復の傾向
を見せているものの、自
動車と産業用シリコン
ウェーハの需要は引き
続き低迷しています。そ
の結果、2025 年の傾向
は上昇傾向を維持しま
すが、出荷面積全体は
2022 年の最高水準に至
らないと予測されます」
と述べている。

　本リリースで用いている数値は、ウェーハメーカーよりエンドユーザーに出荷されたバージンテストウェ
ーハ、エピタキシャルウェーハを含むポリッシュドウェーハと、ノンポリッシュドウェーハを集計したもの。
　シリコンウェーハは半導体の基本材料であり、半導体は、コンピューター、通信機器、家電をはじめと
するあらゆるエレクトロニクス関連製品において極めて重要な部品。シリコンウェーハは、高度な技術で
作られた薄い円盤状の素材で、最大 300mm までの様々な直径で製造されており、ほとんどの半導体デバ
イス（チップ）の基板材料として使われている。

　

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
（
本
部
：
米
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ミ
ル
ピ
タ

ス
）は
11
月
19
日（
米
国
時
間
）、

TechInsights 

と
共
同
し
て
発

行
す
る
最
新
のSemiconduct

or M
anufacturing M

onitor

（SM
M

）レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、

２
０
２
４
年
第
３
四
半
期
の
世

界
半
導
体
製
造
産
業
が
力
強
い

勢
い
を
見
せ
、
２
年
ぶ
り
に
主

要
な
業
界
指
標
の
す
べ
て
が
前

期
比
で
プ
ラ
ス
成
長
と
な
っ
た

こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
の
成
長

は
季
節
的
要
因
と
AI
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
へ
の
投
資
に
よ
る
旺
盛

な
需
要
に
後
押
し
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
家
電
、
車
載
、
産
業
用

セ
グ
メ
ン
ト
の
回
復
ペ
ー
ス
は

緩
や
か
。
こ
の
成
長
ト
レ
ン
ド

は
２
０
２
４
年
第
4
四
半
期
ま

で
継
続
す
る
見
込
み
。

　

２
０
２
４
年
上
半
期
に
減
少

し
た
電
子
機
器
の
売
り
上
げ

は
、
２
０
２
４
年
第
３
四
半
期

に
前
期
比
８
％
増
と
な
る
回
復

を
し
、
２
０
２
４
年
第
4
四
半

期
に
は
前
期
比
20
％
増
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
IC
の
売
り
上
げ

も
２
０
２
４
年
第
３
四
半
期
に

前
期
比
12
％
増
と
な
り
、
２
０

２
４
年
第
４
四
半
期
に
は
さ
ら

に
10
％
増
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
IC
の
売
上
全
体
は
２
０
２

４
年
に
20
％
以
上
増
加
す
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
牽

引
す
る
の
は
、
主
に
メ
モ
リ
製

品
の
全
般
的
な
価
格
改
善
と
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
用
需
要
の
高
ま

り
。

　

電
子
機
器
の
販
売
と
同
様

に
、
２
０
２
４
年
上
半
期
に
は

半
導
体
設
備
投
資
も
減
少
し
た

が
、
２
０
２
４
年
第
３
四
半
期

か
ら
は
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
て

い
る
。
２
０
２
４
年
第
３
四
半

期
の
メ
モ
リ
関
連
設
備
投
資

は
、
メ
モ
リ
市
場
が
前
年
同
期

と
比
較
し
て
改
善
し
た
こ
と
を

反
映
し
、
前
期
比
で
34
％
増
、

前
年
同
期
比
で
67
％
増
と
な
っ

た
。
２
０
２
４
年
第
４
四
半
期

の
設
備
投
資
総
額
は
、
２
０
２

４
年
第
３
四
半
期
比
で
27
％
、

前
年
同
期
比
で
31
％
の
急
増
が

前
年
同
期
比
で
15
％
、
前
期
比

で
11
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
中

国
の
投
資
は
引
き
続
き
Ｗ
Ｆ
Ｅ

市
場
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
。
さ
ら
に
、
テ
ス
ト
と
組

み
立
て
お
よ
び
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
の
両
セ
グ
メ
ン
ト
は
、
２
０

２
４
年
第
３
四
半
期
に
そ
れ
ぞ

れ
前
年
同
期
比
で
40
％
と
31
％

と
い
う
目
覚
ま
し
い
増
加
を
記

録
し
て
お
り
、
年
内
は
こ
の
成

長
が
継
続
す
る
見
込
み
。

　

２
０
２
４
年
第
３
四
半
期
の

ウ
ェ
ー
ハ
フ
ァ
ブ
の
四
半
期
生

産
能
力
は
４
１
４
０
万
枚
（
３

０
０
㎜
ウ
ェ
ー
ハ
換
算
）
に
達

し
、
２
０
２
４
年
第
４
四
半
期

に
は
１
・
６
％
の
増
加
が
予
測

さ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ

お
よ
び
ロ
ジ
ッ
ク
関
連
の
生
産

能
力
は
力
強
い
拡
大
が
継
続

し
、
２
０
２
４
年
第
３
四
半
期

に
２
・
０
％
増
加
し
た
後
、
２

０
２
４
年
第
４
四
半
期
は
先
端

ノ
ー
ド
と
成
熟
ノ
ー
ド
が
共
に

生
産
能
力
を
拡
大
し
、
全
体
で

は
２
・
２
％
増
が
予
測
さ
れ
る
。

メ
モ
リ
生
産
能
力
は
２
０
２
４

年
第
３
四
半
期
に
０
・
６
％
増

加
し
た
が
、
２
０
２
４
年
第
4

四
半
期
も
同
じ
ペ
ー
ス
を
維
持

す
る
見
込
み
。
こ
の
成
長
は
、

Ｈ
Ｂ
Ｍ
の
旺
盛
な
需
要
に
け
ん

引
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
プ
ロ
セ

ス
ノ
ー
ド
の
微
細
化
に
よ
っ
て

生
産
能
力
が
相
殺
さ
れ
る
部
分

も
あ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
市
場
情
報
担
当

シ
ニ
ア
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ

るClark Tseng

（
ク
ラ
ー
ク
・

ツ
ェ
ン
）
は
、「
半
導
体
製
造
装

置
セ
グ
メ
ン
ト
は
成
長
の
強
い

勢
い
を
持
続
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
こ
れ
を
支
え
て
い
る
の

は
、
中
国
の
旺
盛
な
設
備
投
資

と
先
端
技
術
へ
の
投
資
拡
大
で

す
。
特
に
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
お
よ

び
ロ
ジ
ッ
ク
セ
グ
メ
ン
ト
に
お

け
る
生
産
能
力
の
継
続
的
拡
大

は
、
先
端
半
導
体
技
術
に
対
す

る
需
要
の
高
ま
り
に
応
え
る
と

い
う
業
界
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
」
と

述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、TechInsights

の
市

場
分
析
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で

あ
るBoris M

etodiev

（
ボ
リ

ス
・
メ
ト
デ
ィ
ー
フ
）
は
、「
２

０
２
４
年
は
半
導
体
業
界
の
２

つ
の
側
面
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

家
電
、
車
載
、
産
業
市
場
が
苦

戦
す
る
一
方
、
AI
は
成
長
し
、

メ
モ
リ
お
よ
び
ロ
ジ
ッ
ク
製
品

の
平
均
価
格
を
押
し
上
げ
て
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
に
か
け
て

金
利
が
下
が
る
に
つ
れ
、
消
費

者
心
理
は
改
善
し
、
大
量
購
入

が
促
さ
れ
、
家
電
市
場
と
車
載

市
場
の
両
方
を
支
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
」
と
述
べ
て
い

る
。

見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
け
ん
引
す
る
の
は

前
年
同
期
比
で
39
％
増

と
な
る
メ
モ
リ
関
連
の

設
備
投
資
。

　

半
導
体
製
造
装
置
セ

グ
メ
ン
ト
は
依
然
と
し

て
好
調
で
あ
り
、
中
国

か
ら
の
多
額
の
投
資

や
、
Ｈ
Ｂ
Ｍ
お
よ
び
先

進
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
に

向
け
た
投
資
増
加
に
よ

り
、
以
前
の
予
想
を
上

回
る
売
り
上
げ
を
達
成

し
て
い
る
。
２
０
２
４

年
第
３
四
半
期
の
ウ
ェ

ー
ハ
フ
ァ
ブ
装
置
（
Ｗ

Ｆ
Ｅ
）
の
購
入
額
は
、

IC 売上高の推移グラフ

半導体設備投資（CAPEX）およびファブ生産能力の推移グラフ
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株
式
会
社
シ
ブ
ヤ
電
機
（
渋

谷 

均
社
長
）で
は
業
務
の
拡
大

に
伴
い
、本
社
事
務
所
を
移
転
、

12
月
２
日
よ
り
通
常
業
務
を
開

始
し
た
。

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
変
更

は
な
い
。

新
本
社
住
所
：

〒
１
７
４
・
０
０
６
５ 

東
京
都
板
橋
区
若
木
１
丁
目
２

の
20

☎
03
・
３
９
３
５
・
７
５
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

03
・
３
５
５
０
・
５
７

８
４

　

旧
本
社
に
比
較
し
、
東
上
線

上
板
橋
駅
に
若
干
近
く
な
る
。

（
徒
歩
5
分
）

　

ま
た
、
現
在
埼
玉
県
入
間
郡

毛
呂
山
町
に
新
工
場
を
建
設

中
。
来
年
1
月
に
は
工
場
の
移

転
も
予
定
し
て
い
る
。

運
転
車
の
安
全
性
評
価
基
盤
の

構
築 - 

安
全
性
評
価
基
盤
検

討
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
活
動 -

／

井
上 

秀
雄 

氏
（
神
奈
川
工
科

大
学
）

【
講
演
】自
動
運
転
レ
ベ
ル
４
認

可
実
績
に
基
づ
く
安
全
性
評
価

／
藤
井 

義
也 

氏
（
株
式
会
社

テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
）

【
講
演
】自
動
運
転
社
会
実
装
の

た
め
の
安
全
性
評
価
の
取
り
組

み
／
波
多
野 

邦
道 

氏
（
本
田

技
研
工
業
株
式
会
社
）

【
講
演
】自
動
運
転
に
よ
る
モ
ビ

リ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
実
現
へ
向

け
た
取
り
組
み
／
木
村 

健 

氏

（
日
産
自
動
車
株
式
会
社
）

●
問
合
せ
先

自
動
車
技
術
会 
技
術
交
流
事

業
課

E-mail: tech@
jsae.or.jp

本
社
移
転

組
み
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

最
新
の
情
報
を
展
開
し
た
。

◆
講
演
題
目

【
基
調
講
演
】自
動
運
転
に
関
す

る
国
土
交
通
省
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
／
笹
本 

翔 

氏
（
国
土

交
通
省
）

【
基
調
講
演
】
調
整
中

【
講
演
】永
平
寺
町
／
ひ
た
ち
Ｂ

Ｒ
Ｔ
に
お
け
る
レ
ベ
ル
４
自
動

運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実

装
の
道
程
と
課
題
／
加
藤 
晋 

氏（
国
立
研
究
開
発
法
人 

産
業

技
術
総
合
研
究
所
）

【
講
演
】Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
最
新
動
向
紹
介
～
安

全
性
評
価
手
法
の
開
発
お
よ
び

国
際
標
準
化
に
つ
い
て
～
／
中

村 

弘
毅 

氏
（
一
般
財
団
法
人 

日
本
自
動
車
研
究
所
）

【
講
演
】仮
想
空
間
に
よ
る
自
動

　

自
動
車
技
術
会
で
は
、
去
る

11
月
26
日
９
時
40
分
～
17
時

に
、
東
京
科
学
大
学
（
旧
東
京

工
業
大
学
）
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ

ス 

デ
ィ
ジ
タ
ル
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
、自
動
車
技
術
会 

ア
ク

テ
ィ
ブ
セ
イ
フ
テ
ィ
部
門
委
員

会
の
企
画
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
み
ん
な
で
考
え
る
！
自
動

運
転
／
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
の
課
題
と
安

全
技
術
・
安
全
性
評
価
の
深
化

と
進
化
」
を
開
催
し
た
。

　

自
動
運
転
・
高
度
運
転
支
援

の
技
術
開
発
が
深
化
す
る
な

か
、
社
会
実
装
す
る
た
め
、
認

可
・
認
証
を
得
る
必
要
が
あ
り
、

社
会
受
容
性
、
法
制
度
、
安
全

性
評
価
と
い
っ
た
観
点
で
の
議

論
が
さ
れ
て
い
る
。
同
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
の
中
で
も
、

安
全
性
に
注
目
し
、
そ
の
取
り

　

一
般
社
団
法
人
ア
ン
コ
ン
シ

ャ
ス
バ
イ
ア
ス
研
究
所
で
は
、

［
※
］ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス
に
気
づ
こ
う
と
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
、
よ
り
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
の
取
組

み
と
し
て
、
か
る
た
遊
び
を
し

提
出
方
法
：
専
用
フ
ォ
ー
ム
よ

り
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド　

ま
た
は
、

郵
送
。

特
設
サ
イ
ト
：「
ア
ン
コ
ン
か
る

た
」
作
品
募
集
ペ
ー
ジ
（htt

ps://www.unconsciousbias-
lab.org/karuta

）

［
※
］ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス
と
は
、
私
た
ち
が
、
何
か
を

見
た
り
、
聞
い
た
り
、
感
じ
た

り
し
た
と
き
に
、「
無
意
識
に

“
こ
う
だ
”
と
思
い
込
む
こ
と
」

が
あ
る
。
こ
れ
を
、
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
と
言
い
、
日

本
語
で
は
、「
無
意
識
の
思
い
込

み
」
や
、略
し
て
「
ア
ン
コ
ン
」

な
ど
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
バ
イ
ア
ス
研
究
所 

担
当
（
太
田
・
坂
本
）　staff@

unconsciousbias-lab.org

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
：https://ww

w.unconsciousbias-lab.org/

小
・
中
学
生
と
と
も
に
つ
く
る

「
ア
ン
コ
ン
か
る
た
」
募
集
中
！

一般社団法人電子情報技術産業協会（ＪＥＩＴＡ）

み
ん
な
で
考
え
る
！

自
動
運
転
／
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
の
課
題
と

安
全
技
術
・
安
全
性
評
価
の
深
化
と
進
化 

開
催

自
動
車
技
術
会

　

一
般
社
団
法
人
電
子
情
報
技

術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
：

代
表
理
事
／
会
長
津
賀 

一
宏 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社 

取
締
役
会

長
）
は
、「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ　

２

０
２
４
」（
会
期
：
２
０
２
４
年

10
月
15
日
㈫
～
18
日
㈮
／
会

場
：
幕
張
メ
ッ
セ
）
が
閉
幕
し

た
こ
と
を
発
表
し
た
。
25
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
本
年
は
、
幅

広
い
業
界
か
ら
の
８
０
８
社
／

団
体
に
よ
る
多
彩
な
展
示
を
は

じ
め
、
２
０
３
の
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
、
複
数
の
テ
ー
マ
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
タ

ー
の
た
め
の
共
創
の
場
を
作
り

出
す
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
日
本
自
動
車
工
業
会
が
主
催

す
る
「JAPAN M

OBILITY 
SHO

W
 BIZW

EEK
 2024

」

 　

㈱
相
模
化
学
金
属
の
発
表

に
よ
る
と
、
10
月
の
レ
ア
ア
ー

ス
価
格
は
、
中
国
国
慶
節
が
有

り
第
一
週
目
は
変
動
が
止
ま
っ

て
い
た
。

毎
年
長
期
休
暇
明
け
は
、
高
騰

す
る
傾
向
だ
が
、
今
年
は
大
き

な
変
動
は
無
く
、
横
ば
い
傾
向

と
の
併
催
が
実
現
し
た
こ
と

で
、産
業
の
幅
が
よ
り
広
が
り
、

本
年
の
開
催
テ
ー
マ
で
あ
る

「Innovation for All

」を
体
現

す
る
４
日
間
の
開
催
と
な
っ

た
。

　

会
期
４
日
間
の
登
録
来
場
者

数
は
１
１
２
，
０
１
４
人
（
前

年
比
25
・
８
％
増
）
で
、
幅
広

い
業
種
・
産
業
の
企
業
や
官
公

庁
、
自
治
体
、
研
究
機
関
等
に

所
属
す
る
方
々
を
は
じ
め
、
大

学
生
や
高
等
専
門
学
校
生
、
高

校
生
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
、

未
来
を
変
え
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

の
皆
様
が
来
場
し
た
。

　

次
回「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２
０

２
５
」
は
、
２
０
２
５
年
10
月

14
日
㈫
～
17
日
㈮
の
会
期
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

出
展
者
募
集
は
２
０
２
５
年
２

月
よ
り
開
始
す
る
予
定
。

ネ
オ
ジ
ム
焼
結
磁
石
の
国
内
有
数
の
メ
ー
カ
ー
の

㈱
相
模
化
学
金
属
が
、

レ
ア
ア
ー
ス
価
格
（
２
０
２
４
年
10
月
）
を
発
表

CEATEC 2024、盛況のうちに閉幕
会期４日間の登録来場者総数は
前年比 25.8％増となる 112,014 人

■ 
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２
０
２
４ 

登
録
来
場
者
数

 

・
登
録
来
場
者
合
計
：　

１
１

２
０
１
４
人
（
２
０
２
３
年
実

績
：
８
９
０
４
７
人
）

■ 

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２
０
２
４ 

開
催
規
模

・ 

出
展
者
数
：　

８
０
８
社
／

団
体
（
２
０
２
３
年
実
績
：
６

８
４
社
／
団
体
）

・ 

新
規
出
展
者
数
：
３
４
０
社

／
団
体
、
新
規
出
展
者
率
42
％

・ 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
／
大
学
研

究
機
関
出
展
者
数
：
１
８
８
社

／
団
体
（
２
０
２
３
年
実
績
：

１
５
３
社
／
団
体
）

・ 

海
外
出
展
者
数
：
25
か
国
／

地
域
よ
り
１
５
８
社
／
団
体

（
２
０
２
３
年
実
績
：
21
か
国
／

地
域
よ
り
１
９
５
社
／
団
体
）

【 C
E

A
T

E
C

 2024 

： htt
ps://www.ceatec.com/ 

】

と
な
っ
た
。

　

結
果
、
10
月
は
特
に
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
も
無
く
、
安
定
し
て

い
た
が
、
11
月
に
入
り
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
内
の
紛
争
激
化
し
、
レ

ア
ア
ー
ス
の
国
際
価
格
高
騰
の

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

既
に
、
中
国
国
営
の
中
国
北

方
希
土
（
集
団
）
高
科
技
は
、

レ
ア
ア
ー
ス
価
格
の
引
き
上
げ

を
発
表
し
て
い
る
。
直
近
の
動

向
に
は
大
き
な
変
動
は
な
い

が
、
今
後
こ
の
高
騰
の
波
が
来

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

10
／
８
～
31
の
価
格
の
動
き

は
次
の
通
り
。

【Pr-Nd

】　

10
／
８ – 

５
３
０
・
５
元
／
㎏

（
約
１
０
６
１
０
円
）

↓　

10

／
31 – 
５
２
２
・
５
元
／
㎏

（
約
１
１
０
５
０
円
）

【Dy

】
10
／
８ - 

２
３
２
５
元
／
㎏

（
約
４
６
５
０
０
円
）　

↓  
10

／
31- 

２
２
７
５
元
／
㎏
（
約

４
５
５
０
０
円
）

【Tb

】
10
／
８ - 

７
５
５
０
元
／
㎏

（
約
１
５
１
０
０
０
円
） 

↓　

10
／
31 - 

７
４
５
０
元
／
㎏

（
約
１
４
９
０
０
０
円
）

な
が
ら
学
べ
る
「
ア
ン
コ
ン
か

る
た
」
を
小
・
中
学
生
と
と
も

に
制
作
す
る
こ
と
と
し
た
。

応
募
期
間
：
２
０
２
４
年
11
月

１
日
㈮
～
２
０
２
５
年
１
月
14

日
㈫

応
募
資
格
：
小
学
生
・
中
学
生

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
研
究
所


